
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎石岡市小中学生交流の集い 

　12 月２日（月）に、石岡市教育委員会主催「石岡市小中 

学生交流の集い」に参加しました。午前の部では、２年生が「平和学習」に参加しました。その中で、
本校の 2 人を含む各学校の平和大使が広島市での活動について報告し、自分の思いを語りまし

た。午後の部では、全生徒が「石岡市子ども会議」に参加しました。その中で、各学校３年生の代表
が、ふるさと学習における学習成果を報告しました。府中中の代表生徒は、子育てを自分事として
捉え、「石岡市の子育て支援について」というテーマで提言しました。 

「平和」と「石岡市の未来」について、他校との交流をとおして考え 

る、大変貴重な経験になったと感じます。 

◎石岡市選挙管理委員による出前講座 

　12 月４日（水）に、石岡市選挙管理委員のお二人を講師としてお招きし、3 年生の授業として、選

挙に関する出前講座を実施いたしました。講座では、「はじめての選挙」と題して講義をいただいた
後、投票箱、記載台等を使って、実際に模擬投票を行いました。また、本校生徒会本部役員選挙管
理委員が、受付の業務を行いました。　生徒が政治や社会の問題に関心をもち、 

自ら考え、自ら判断し、行動する主体的な態度を養うことができるよう、引き続き 

努めてまいります。 

◎校内緑化活動 

先日、緑化委員会の生徒や有志の生徒たちが、花壇にパンジーの苗を植えました。パンジーの 

は、石岡市の農林漁業振興等事業補助金を活用して購入したものです。緑化委員会の生徒や有志

の生徒たちは、大変熱心に作業を進めていました。 

◎授業参観・第 2 回学校運営協議会 

　12 月 6 日（金）に実施した授業参観では、多くの保護者の皆様にご来校いただき 

ました。また、同日に、第 2 回学校運営協議会を開催し、委員の皆様に、生徒や学校 

の様子を見ていただきました。生徒たちが集中して学ぶ様子や、ICT を効果的に活用して授業が行
われている様子等について、賞賛の言葉をいただきました。ありがとうございました。 
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　１2 月９日に実施した選挙により、現１・2 年生の新たな生徒会本部役員が決定いたしました。 

　投票前に行われた演説では、立候補をした全ての生徒が、自分の言葉で、自分の思いを堂々と語
っていました。例えば、学校の中で課題だと考えていることについて、自分なりの解決方法を示した
り、理想とする学校像を思い描き、そこに向かう道筋を示したりして、大勢の前で皆に語りかける姿を

見ていると、期待に胸が膨らむ思いがいたしました。 

　また、演説前にも、丁寧に工夫してポスターを作ったり、元気よくあいさつ運動に取り組んだりする
など、大変熱心に取り組む様子が見られました。残念ながら、投票結果により選出されなかった生徒

もいますが、立候補者全員が、府中中のリーダーであることに変わりはありません。 

　そして、府中中の歴史に、確かな一歩を刻んだ 3 年生の皆さん、本当にありがとう。 

後輩の頑張りを、これからも温かく見守ってくださいね。 



 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 １ 水 学校閉庁日（～3 日） 20 月 三者面談（～24 日） 

※面談期間中の部活動はなし 

避難訓練

 ８ 水 冬休み明け集会（オンライン） ２３ 木 スクールカウンセラー（PM)

 ９ 木 実力テスト（3 年） 

スクールカウンセラー（PM) 

部活動終了時刻 16:20（完全下校 16:30）

24 金 心の教室相談員（PM） 

手をつなぐ子らの作品展（市役所メロディアスホ

ール・～28 日）

 10 金 月曜日課・委員会活動 28 火 新入生保護者説明会

 １３ 月 成人の日 30 木 スクールカウンセラー（PM)

 １６ 木 学力診断のためのテスト（１・2 年／①国

語・②理科）

３１ 金 心の教室相談員（ＰＭ）

 １７ 金 学力診断のためのテスト（１・2 年／①英

語・②数学・③社会）

　　　　　　　　　　　　 　今回は、「道をひらく」（松下幸之助・PHP 研究所）から、「自問自答」について 

　　　　　　　　　　　　　　の記述を紹介します。 

「（省略）やっぱり大事なことは、他人の評価もさることながら、まず自分で自分を評価するというこ 

とである。自分のしたことが、本当に正しかったかどうか、その考え、そのふるまいにほんとうに誤りが
なかったかどうか、素直に正しく自己評価するということである。 

　そのためには、素直な自問自答を、くり返し行わなければならない。みずからに問いつつ、みずから 

答える。これは決して容易でない。安易な心がまえで、できることではないのである。しかし、そこから 

真の勇気がわく。真の知恵もわいてくる。 

　もう一度、自問自答してみたい。もう一度、みずからに問い、みずからに答えたい。」 

　子どもの「自問自答」を、見守ったり、支えたり、励ましたり･･･、そのような関わりを大切にしていき 

たいものです。もちろん大人も、素直な「自問自答」を、くり返したいものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　今回は、12 月２日（月）に開催された「石岡市子ども会議」に、府中中学校の代 

表として参加し、石岡市の子育て支援についてプレゼンテーションを行った 2 人の 

声をお届けいたします。 

◎３年３組　大塚　ゆらさん　　私は、石岡市子ども会議に参加して、同じ中学生であっても、考え方が 

多様であることに気づきました。他の参加者の発想は自分にはない視点が多く、新たな発見の連続で 

した。石岡市の取組も幅広く、石岡市を見つめ直す良い機会になりました。中学校生活の締めくくりと 

して、このような素晴らしい経験ができたことをうれしく思います。今後はこの経験を活かし、石岡市の 

発展のために取り組んでいこうと思います。 

◎３年３組　小吹　仁胡さん　私は、石岡市子ども会議に参加して、とても良い経験を得ることができた

と感じています。例えば、自分たちが発表する際には、聞き手にとってわかりやすい声の大きさや話す
スピードを意識したり、どのようなタイミングでスライドを変えたり、ジェスチャーを加えたりするとわか

りやすくなるのか、などを考え行動に移すことができました。また、他の学校の発表を通じて、自分の知
らなかった問題やその解決方法を知ることができ、とても新鮮で楽しい時間を過ごせました。

～１月の予定～


